
福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【重点項目への取り組み状況】
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平成22年2月24日

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

建物形態 単独

開設年月日 平成21年3月1日

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

今回、初めての評価である。

外部評価を受けることに対して、前向きに考えている。今回初めてということで
管理者はミーティング時に意義を職員に説明し、評価項目を毎月の目標として
全職員で取り組み、まとめた物を元に管理者が自己評価を作成している。建物構造

訪問調査日 平成22年1月29日 評価確定日

利用者人数

要介護１

ユニット数 利用定員数計 　　

要介護２2

職員数 常勤     14 人,  非常勤    3 人,  常勤換算        人

　償却の有無

（４）利用者の概要

［認知症対応型共同生活介護用］

所在地
　(電話番号）

事業所番号 閑静な住宅街の高台に立地し、ホームの二階からは海も見える。ホーム名の「千手」とは「千手観音」か
らきている。設立前から地域の各家庭を訪問し、相談等があったら気軽に立ち寄っていただくよう声か
けをしホームに対しての理解を深めてきた。現在では、介護に対しての相談やホームの見学等の電
話、来訪者が毎日のようにあっている。入居者には健康に住んでいただきたいという代表の思いから、
年間の温度差が２～３度に保たれるよう窓が2重になっていたり、ウイルスが除菌できる壁紙を使用する
など、検討を重ねてホームが建設されている。代表は、「いま一歩の親切が出来るように」「信頼に値す
る仕事が出来るように」と職員に伝え、職員もそれを理解し毎日のケアにあたっている。設立後、一年に
満たないホームのため全てが軌道に乗っている訳ではないが、管理者をはじめ職員は、元気で笑顔を
絶やさずに一歩ずつ課題に取り組んでいる。地域の安全にも協力したいということで「こども１１０番」と
して届けを出す予定であり、地域との関わりを増やしている。

所在地 福岡市博多区博多駅南２丁目９番３０号

評価機関名

法人名

4090800071

    敷　　　　金 有　（生活保護利用の方のみ）　　　　　　　　　　無

   保証金の有無

家賃（平均月額） 60,000 その他の経費（月額）

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部8，9）

有　（ 300,000　円） 　有りの場合
有／無

入居者代表、家族代表者、町内会長、民生委員、地域包括支援センターなど
の参加により２ヶ月に１回開催している。それぞれの方々から意見が出るように
なり、家族からは介護に関する新聞記事のコピーが用意されることもある。運営
推進会議を通して、地域の防災訓練にも参加させてもらえるように働きかけて
いる。

面会時には、担当職員や管理者がその都度報告を行い、ご家族の意見も聞いている。話をするこ
とによって情報を得て、入居者のケアに役立てている。家族会を通して、職員と家族がお互いの
要望を出せるようになっている。家族から、居室の掃除をするのは職員にあてつけになりはしない
かと心配し遠慮していた等の意見もいただいた。職員が忙しい時間に出来るだけ面会や電話をし
ないようにする等、職員への配慮もいただいており、話すことが家族との良い関係づくりに繋がっ
ている。

   食材料費

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

(入居一時金含む) 無

5 要介護４ 3

重
点
項
目
③

重
点
項
目
④

6

または１日当たり　 1,200

（1月5日現在）

１．　評　価　結　果　概　要　表

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

要介護５ 2 要支援２ 0 自治会に入り、海岸清掃等地域行事へも参加している。入居者も草取りには
参加しており、今後も気候が良い時には他の行事にも参加予定である。また、
ご家族からの紹介などもあり、地域の方がホームの見学や介護の相談に来ら
れるようになっている。

協力医療機関名 医療法人 原外科医院　、　医療法人有友会 新宮歯科医院

要介護３

【評価実施概要】

【情報提供票より】 （H22年1月5日事業所記入）

準耐火木造在来軸組

有限会社　スマイルケア

事業所名 グループホーム　千手

財団法人　福岡県メディカルセンター

福岡市東区名島１－６－１３

０９２－６６３－９１１１

財団法人　福岡県メディカルセンター



福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

1

2

就業前と後に常に目につくようにと、職員のロッカー前
に理念を掲示して日々のケアにあたっている。ミーティ
ング時にも職員間で話し合われている。理念の実践に
向けては、関わりのあるすべての人に対して、会話し接
することで理念を伝えていくようにしている。

53

自治会に入っており、海岸清掃等地域行事へも参加し
ている。入居者も草取りには参加され、今後も気候が良
い時には他の行事にも参加予定である。また、ご家族
からの紹介もあり、地域の方がホームの見学や介護の
相談に来られるようになった。

74

外部評価を受けることに対して、前向きに考えておられ
る。今回初めてということで、管理者はミーティング時に
意義を職員に説明し、評価項目を毎月の目標として、
全職員で取り組んできた。その結果を話し合い、まとめ
られた物が管理者に提出され、管理者はそれを元に自
己評価を作成している。

1

『1.「その人らしさ」を大切に、常に寄り添い安心して穏やかに
過ごせるよう支援します。2.季節ごとの行事を大切にし、地域
との交流を密にして、変化のある生活ができるように努めま
す。』というホームの理念は、玄関正面の目に付きやすい所に
掲げられている。この理念は、職員全員で意見を出し合い作
成されたものである。

85

入居者代表、家族代表者、町内会長、民生委員、地域包括
支援センターなどの参加により２ヶ月に１回開催されている。そ
れぞれの方々から意見が出るようになり、家族から介護に関す
る新聞記事のコピーが用意される事もある。運営推進会議を
通して、地域の防災訓練にも参加させてもらえるように働きか
けを行っている。

2

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目取り組みを期待したい項目

財団法人　福岡県メディカルセンター



福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、必要な人にはそれらを活用
できるよう支援している

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己
実現の権利が十分に保証されるよう配慮している

代表が、設立前から市の担当者と話し合いを重ねてお
り、現在も頻繁に情報交換をしている。何かあれば、す
ぐに相談にのってもらえるような関係づくりが出来てい
る。

107

成年後見制度を利用されている方がおられる。制度の
理解を深めるために、外部研修に参加した職員は研修
資料を各職員に配布し、伝達を行っている。入居者の
成年後見人に弁護士がいるので、相談にのってもらっ
ている。

6 9

8

「ホーム便り」に、個人の写真を掲載し、担当職員が
日々の様子等のコメントを書き、ご家族に送っている。
面会時には、担当職員や管理者がその都度報告を
行って、ご家族の意見もお聞きしている。話をすること
によって情報を得て、入居者のケアにも役立てている。

9 15

14

家族会を通して、職員とご家族のお互いの要望を出せるようになっ
た。ご家族からは、居室の掃除をするのは職員へのあてつけになりは
しないかと心配し遠慮していた等の意見をいただいた。職員の忙しい
時間に出来るだけ面会や電話をしないようにする等、職員への配慮も
いただいている。思いを伝えていただける事で、ご家族との良い関係
づくりに繋がっている。

18

５．人材の育成と支援

10

４．理念を実践するための体制

11 19

代表は、採用にあたり性別や年齢等の規定は設けず、
本人のやる気と介護に対する気持ちを重視している。
代表自身の経験を元に、育児に関しての理解が深く、
産前産後休暇や育児休暇の取得、学校行事等の参加
にも最大限の配慮を行っている。管理者及び職員にも
その思いは通じており、生き生きと勤務出来る事によ
り、日々の良いケアにも繋がっている。

退職者や急な休みがでた時には、1階と２階の職員で
お互いにフォロー出来る体制になっている。行事等を２
ユニット合同で行う等、職員はそれぞれの階だけにとど
まらず日頃から声かけをし、欠員時のダメージを防ぐ配
慮をしている。

財団法人　福岡県メディカルセンター



福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

2916

入居者やご家族と一緒に、らっきょう作りや干し柿作り
を楽しんだ。職員は、四字熟語や漢文に詳しい方に漢
字の読み方を教わるなど、入居者は介護される一方的
な立場ではなく、共に支えあう関係が築かれている。食
事の時には、入居者が職員を気遣う場面もみられた。

2815

サービスがいきなり開始されることはなく、入居前には
職員が自宅・小規模多機能ホーム・入院先などを訪問
し面会をしている。ご家族と一緒に見学をし、食事も
摂って頂くなど、雰囲気に馴染めるよう配慮している。
入居時、不安な方にはご家族が一緒に宿泊できるよう
に簡易ベットと布団も準備されている。

21

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

福岡県グループホーム協議会、ホスピス緩和ケア・ネットワー
ク福岡に参加している。情報交換やお互いの相談等、他のグ
ループホームとの交流もあり、それぞれの空き室の情報交換も
出来ている。代表は、自分たちの持っている情報は他の施設
にもすべて提供するようにと職員に働きかけており、お互いの
サービスの向上に取り組んでいる。

13

職員には参加を希望する研修があれば申し出るよう呼びかけ
ている。福岡市主催の研修には、職員の希望にそって出来る
だけ参加出来るように配慮している。内部研修においても委
員会を設置し、毎月のテーマにそって実施している。さらに、
来年度からの研修体系の確立にむけて、現在内容を具体的
に検討している。また、職員の資格取得の支援もしている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

2214

12 20

毎月、倫理研究所発行の「職場の教養」という冊子を職員全
員に配っている。日めくりになっていて、職場においての事例
等が記されている。職員は、その日のページを読むことにより
人権について日々学んでいる。外部研修にも積極的に参加し
ている。また、内部研修として外部研修に参加した職員から伝
達が行われている。
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福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

３医療機関と２４時間オンコールで往診可能な体制がと
られている。以前のかかりつけ医と現在の協力医との間
で情報交換を行ってもらうなど、適切な医療を受けられ
るように支援している。透析が必要な入居者の方もおら
れ、週３回早朝の迎えのバスに間に合うよう支援してい
る。

4120

家族が朝訪問されて、食事を一緒に摂り夕方までゆっくり過ご
されることもあるなど、柔軟に対応している。また、ホームの２４
時間体制を利用して地域の治安に協力するため、「こども１１０
番」の届出を運営推進会議で協議している。独居だった方の
荷物の整理に自宅を訪問し手伝いをしたり、遺言状の作成に
付き添うなど多機能性を活かした支援を行っている。

4521

3919

見直しの前に、入居者、家族に意向を確認している。
更に、かかりつけ医や前ケアマネージャー、看護師にも
相談し作成している。ケアプランの目標に対し達成出
来ているかを日勤者と夜勤者が毎日記入して、その記
録がケアプランの作成時に参考になっている。急な変
化など必要な際は随時見直している。

3818

入居者、家族からの思いを聞き取った際は、職員間の
連絡ノートに記入している。毎月１回フロアミーティング
時に入居者の情報交換も行われ、ケアについて職員
間で意見を出し合っている。また、それぞれが気づい
た事がある時にはすぐに管理者へ報告している。

3517

入居者一人ひとりに声かけをすることにより、会話の中
から意向の把握に努めている。会話の困難な方には、
地道に語りかけることで表情で意思表示をされるように
なったり、入居時より笑顔が増えて会話も徐々に出来る
ようになられた方もいる。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

３．多機能性を活かした柔軟な支援(事業所及び法人関連事業の多機能性の活用）

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

４．本人がより良く暮らし続けるための地域支援との協働
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福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

25

食材は、常に新鮮な物を使用するよう工夫されている。各部
屋に回覧板をまわし、食べたい物などのアンケートをとってい
る。生協を利用しているので、カタログを見て印を付けていた
だくなどして、献立の参考にしている。職員も同じテーブルで
食事をし、食の進まない方に一口でも多く食べていただけるよ
う、声かけをしている。

5424

起床の時間は決められておらず、５時に起床される方
や10時に起床される方など、入居者は日々の生活を一
人ひとりのリズムで過ごしている。読書が好きな方は、
一緒に図書館に本を借りに行くこともある。一緒に洋服
を選んだり、外出の時にお化粧の手伝いをするなど、
本人の希望に沿って支援している。

個人情報の取り扱いに関しては同意書をいただいてい
るが、写真の取り扱いについては触れられていない。
言葉かけや接し方については常に意識し、入居者の誇
りやプライバシーを損ねるようなことがないよう配慮され
ている。

○

現在までに看取りの事例がなく、職員も経験していない状
態である。実際に直面した場合の職員の心身の状態など
への配慮が求められる。協力医の勧めで各研修にも参加
する等、対応できる状況ではあるが、夜勤時の一人での
対応などについても話し合いを行っていくことが望まれる。

5223

56

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

今までに苦情等は出ていないが、写真の取り扱いについ
ても同意を得る取り組みに期待する。

4922

重度化及び看取り介護においてのホームの基本理念
に基づき、職員の研修が行われている。入居時にホー
ムの指針を説明し、同意書も交わしている。「ホスピス緩
和ケアネットワーク福岡」「介護施設研修会」等に参加
し、職員全員で終末期に向けたよりよい介護について
検討を重ね、個々のスキルアップを目指している。

○

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

5926

週に２回以上を入浴日とし、希望があればいつでも入
浴出来る。朝一番、夕方、夕食後など、時間も出来るか
ぎり希望に沿って対応している。ご家族からいただいた
足浴の機械を、体調をみながら利用している。また、菖
蒲湯やゆず湯など、季節を感じながら入浴を楽しめるよ
う支援をしている。

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援
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福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

28

散歩や買い物など一人ひとりの希望に対応している。
散歩の途中に、休憩が出来るお店でお菓子を購入し
サービスで飲み物をいただいたり、買い物に行った帰り
に一緒に食事をする等、それぞれの方の状況に合わ
せて対応している。

（４）安心と安全を支える支援

63

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

6829

ホームの玄関は夜間以外は施錠されておらず、２階のフロア
の玄関は24時間施錠されていない。ホーム内にチャイムが２ヵ
所、カーブミラーが２ヵ所設置してあり、外に出ようとする方の
気持ちに配慮しながら声かけをし、一緒に外出するなどして対
応している。また、近隣の方にも声かけをして、万一の際に協
力いただけるよう依頼してある。

昼夜それぞれの火災時の対応マニュアルと地震時の対応マ
ニュアルが準備されている。消防訓練は開設前に一度、現在
までに昼夜を想定して二度開催している。夜勤時の対応とし
ては、通報、消火、避難誘導を一人で出来るように訓練が行
われた。備蓄品もリストが作成され、非常食、飲料水、救急
セット等約２０種類の品物がバッグに準備されている。

7330

79

個別に摂取量が把握できるよう、チェック表を利用して
きちんと記録されている。食事の時も入居者それぞれ
のペースで召し上がっていただけるよう声かけをしてい
る。水分に関しては、個々の湯飲みに入る量を把握し
一日の水分量が計算されている。また、月別の目標に
水分確保の支援を掲げるなどして摂取に努めている。

31

27

野菜作り、テーブル拭き、洗濯物たたみ、廊下の掃除など、力
を活かして役割を担っていただいている。あらかじめ洗濯物を
分け、得意なものをたたんでもらったり、大工をされていた方
には、カラーボックスの組み立てやベット横の柵に保護テープ
を巻いてもらうなど、一人ひとりに出来ることをしていただける
ように、工夫し支援している。

61

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
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福岡県　グループホーム　千手 平成２２年２月２４日

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

建物内は年間の温度差が２～３度となるよう工夫されて
おり、２４時間換気されているため、においが篭ることが
ない。トイレは浴室の隣にあり、脱衣所からトイレにも扉
で繋がっている。脱衣所には浴室との温度差を無くす
ためにエアコンが設置してある。リビングには適度の陽
射しが入り明るく、過ごしやすい工夫がされている。

8533

エアコン以外はすべて持ち込まれたものばかりで、ご自
宅で使い慣れた物をホームで使用している。天袋があ
り、季節により不要なものを片付けられるようになってい
るため、部屋が広くゆったりした印象を受ける。掃除は
職員が行い、入居者には出来る事を一緒にしていただ
いている。

8332
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